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   Two cases of ectopic pelvic kidney were recently seen in our clinic. 
   The first case is that of a 35 yrs old female, who complained of frequency of urine. 
Physical  examination  ; A fist-sized immovable tumor with a smooth surface was palpated 
in the lower  abdomen. Diagnosis of ectopic pelvic kidney of the right side with a branched 
calculus was made from the plain-film and retrograde pyelography in the major pelvic 
cavity. 
   The second case is that of a 20 yrs old female, who  complained  of frequency of urine 
and lumbago of the left side. Physical examination ; A small fist-sized, immovable slightly 
painful tumor was palpated in the left lower abdomen. 
   Ectopic pelvic kidney was indicated by the retrograde pyelography. 
   Nephrectomy was performed on both cases and theresults of treatment were quite 
satisfactory. 
   Forty-two cases of ectopic pelvic kidney, including our two  cases, have been reported 
in our country, but no case with branched calculus has been hitherto reported.
1緒 冒
古来,骨盤 腎は,剖 検,手 術時 に,偶然発見せ
られ てい たが,1906年Voelecker,Lichten-
berg等が始 めて,レ線撮影 に よ りこれ を発見 し
て以来,・臨床上,R.P.又 は1.P.に よ り容易
に発見せ られ る様 になつた.上 部尿路は一般 に
他 の器管 に比 し碕形 が多 く,骨 盤腎 も稀有 なる
ものではない.然 し乍 ら,本 邦 に於いて骨盤腎
として報 告せ られ た症 例 は南 修 氏 の第1例 以
来,現在 迄に,丈献上40例に過 ぎない.叉Doss,
GriHith等が位 置異常腎 の診 断に価値大 な りと
強調 した大動豚撮影法 を応用 した症例 は,本 邦
では市 川氏等 土 屋氏 等 の2例 を見 るのみであ
る.合 併症 と しての結石は稀 なもので,本 邦で
は結石 の合 併 した症例 は大矢氏等,倉 持氏等 の
2例 に過 ぎない.而 も此等 は指頭大以下 の結石
である.
我kは 最 近,定 型的鋳 形結石を合併 した1例
及 び,真 性癒滴 を保 有 した1例 を経験 した ので
そ の概要 を述 ぺ,併 せて本 邦症例 の,統 計的観
察 を行 つた.




既往歴:幼 児時代虫垂炎,25才で結婚,分 娩3回 何
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れも正常.












































剥離し,腎血管,尿 管を結紮切断,該 腎を易咄 した.
別 出腎 所 見;大 さ,7.5×4.0×3.5cm,重さ669,
蚕 豆 形(図4)
腎 孟 は,4.5×3.0×1.1cm,重さ199の 樹 枝 状 結 石
で 充 た さ れ て い た(図5)
組 織 所 見;腎 孟 粘 膜 の 直 下 に,円 形 細 胞 浸 潤 が認 め
られ る外(図6),髄 質 に は軽 度 のfibrosisが認 め
られ た.即 ち,軽 度 のPyonephrosisの像 を 示 し て
い る.































は,中 等度に拡張.尿 管は腎孟 の下外方から出て短
い.LP.(図10)左腎孟像はR.P.と …異り腎外腎孟
狭く,枝状に,内 上方に向 う.動脈撮影,陰 影淡 く判
然とせず
診断=左骨盤腎.
手術:昭 和32年8月8日施行.腰 麻の下,半 側臥位


















とは,胎 生 期 に行 はれ る腎 の上 昇 と廻転が何等
かの障碍 に よつて,正 常経過を と らなか つたも
ので,常 に腎形態 の変 化,廻 転 の異常,尿 管 の
短縮,異 常血管 の進 入等 を保有 し,後 天性転移
腎 とは此等 に よ り明確 に区別 される.位 置異常
腎をLowsleyは次の如 く分類 している.
1単 純性位置異常腎(他 側 に変 位 していな
い.)




又融合を伴はない 位置異常腎は 一般 に上昇の





骨盤 腎;/」・骨盤腔内 に在 るもの.
腸骨 腎;腸 骨窩内或 いは腸骨稜 の高 さに
在 る もの.
腹部腎;腸 骨稜 よ り高 く,第2,乃 至3
腰椎 の高 さ以下,叉 は腹部で側
方に転移 している もの.





れ るのが習慣 である と謂 つて いる.本 邦諸家 の
報 告 も,こ れ に従 ひ,骨 盤 腎の条 下に腸骨腎 を
論 じて いるものが多 く,数 例 の腹部 腎 と思はれ
る もの も骨盤腎 として論 じられて いる.即 ち,
我kの 症例 も含 めた本邦骨盤 腎42例を,Thom-
pson及びPaceの 分類 に従 い分類 する と骨盤
腎16例,腸 骨腎16例,腹 部腎 と考 え られ るもの
4例,不 明6例 で ある.我kの 症例 は2例 とも
この分類 の腸 骨腎に属 した.少 くとも腸 骨腎で
は腎全体或 ひは一部 が大 骨盤 内に存在す るので
これ を骨盤腎 と呼 んで も,差 しつ かえない と思
はれ る.れ れ故我 女も上 述 の習慣 に従 ひ,我 女
の2症 例 を骨盤腎 として,報 告す る.




900例に1例(0.11%)の 割合で,位 置異 常腎
を発見 した と述べ ている.臨 床例 では,Tho-
mas及 び,Bartonは,泌 尿器科的 検査 に よ
り,547例中1例(0.18%)Thomas及びPace
は0.01%,Campbel1は0.2%の発生頻度 であ
ると述べ ている.又,位 置異常腎 に対す る骨盤
腎 の割合はHermanは18%,高 橋 ・市川氏は
20%,Stevθnsは1/3乃至1/4と 記載 してい
る.猶 我kは 本 邦報告例 を43例 集 めたが この
中,腎 の位 置が正常範 囲 と思 はれ る田林氏等 の
症例及 び記載不 明 な,江 氏,門 氏 の症例 は省 略
し我kの2例 を加 えた42症例 を中心 に統計的観




例 で,男 子に多 く見 られ る と謂 う 本 邦42例で
も(剖 検例2名 を含む)男 子22例女子19例,不
明1例 で稽. 男々 子 に多 く見 られ た.(表1)
発現年令;
42症例 の年令 を見 ると(表1)最 年小は11才
最 年長 が75才で,大 多数 は思春期 か ら40才頃迄
に症状 を発現 し発見 され ている.
左右 別;
骨盤 腎は左側に 多 くCampbe11の22人で も
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骨盤腎 の大 さ及 び形 に就て;
大 さに関 してCohn,Lukina,Westphal,
Gruber等は略 女正常大 に して,特 筆す べ きも
の な しと謂つ てる.本 邦42症例 中,大 さの記載
在 るものは26例で,正 常 よ り小 なるもの15例,
正常大9例 で,正 常 より大 なるものは,木 下
一 西川氏 の 結核を合併せ る1例 及び加藤氏 の
Grawitz氏腫 瘍 を合併 せる1例 の2例 のみで
ある.又 骨盤腎は常に形態変化を伴 うもので,
本邦42例の中,楕 円形2,扁 平形3,三 角形1
長 楕 円形1,馬 鈴薯形2(著 者 の第2症 例 を含
む)著 る しい歪形1,蚕 豆形1(著 者の第1症
例)の 計11例の記 載が ある.
骨盤腎 の異常 血管 について;
骨盤腎 に於 いては殆 ど常 に異常血管 は見 られ
る もので,こ れは腎 に接近 した血管 か ら出るの
が普通で ある.Antschkowはこれ を次の4型
に分類 した.
第1型,大 動脈か ら単 に1本 の太 い動脈が腎 内
に入 るもの.稀.
第 皿型,大 動 脈か ら動脈枝が1本 腎 内に入 る他
更 に1本 乃至 数本 の動脈を有す るもの
で,稀 ではない.
第 皿型,大 動 脈か らの枝の他,総 腸 骨動 脈,内
腸骨動 脈か ら 動 脈枝が 腎内に 入る も
の,他 側 の骨盤 内動脈 の枝が入 る事 も
ある.最 も多 い.
第IV型,骨 盤 内動脈 のみか ら枝が来 る もの.少
い.
















はこの原因を 周囲組織 圧迫の為と 説明 してい









下腹部鈍痛,癌 痛,緊 張感,索 引感
腹部疹痛 ・圧迫感
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図6組 織所見(第1例) 図8で ふれたがF拳大腫瘤の位置(第皿例)
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図11摘 出 腎(第ll例)126910.1×5.6×3.8cm
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図12組 織所見(第 皿例)
図10排 泄性腎孟撮影(第 皿例)
